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3.成果の概要 (100字程度)
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患者の同意の下に採取した卵巣癌症例より cDNAアレイ技術を用いて、新規遺伝子異常の同定を行

った。さらにそれらの mRNAの発現を semiquantitativePCR法、蛋白の発現を Immunohistochemistry法で

.、検討じご臨床病理学的所見芝遺伝子・発現の相闘を解析じ;-ぞの遺伝子変佑・カf卵巣癌的発生，進展に及.ぼす…・・

役割やその臨床的意義について考察じた。..
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要旨

一日中医学協会助成事業一

cDNAアレイ技術を用いた卵巣癌細胞の浸潤、転移機構に係わ

る新規遺伝子異常の同定

研究者氏名:

中国所属機関:

日本研究機関:

指導責任者:

共同研究者名:

谷麗君

中国大連医科大学附属第一病院婦産科

広島大学大学院医歯薬学総合研究科産科婦人科

教授大演紘三 (2004年4月退官)

教授工藤美樹

郵&和志，谷本博利， Timothy J. 0' Brien 

卵巣厨棚包の間簡単裁への浸潤能及E臓腔内の転移能に関与する遺伝子異常の同定を行うことに焦点を絞り、

cDNAアレイ技術を用いて、間質浸潤能を欠く卵巣境界悪性腫湯VS卵郷艮局浸潤型観湖車事及び腹腔内転移陽性

型卵巣癌VS卵巣限局浸潤型卵巣癌の組み合わせで遺伝子変化の検索を行い、新規遺伝子異常の同定を行うこと

を目的とする。

患者の同意の下に採取した対象症例より抽出した凶NAを用いて、 Spotlightchemiluminesent kitもしくは

32p標識を行ったcDNAプローブを作成し、 AtlasNylon cDNA Expression Arrayにハイプリダイズし、シグナル

を検出する。 Atlasimage 1.5を用いて結果を分析し、境界覇空腫療と卵巣限局浸潤型親企臨嘉の聞及び腹腔内

転移陽性型卵巣癌と卵巣限局浸潤型9陳癌の間でその発現に差異を認める遺伝子変化を抽出していく。同定され

た遺伝子変化を確認するために、さらに多数の卵巣腫湯症例におけるそれらの凶NAの発現を semiquantitative 
m 法、蛋自の知見を Immunohistochemistry法で擬すし、臨床病理学的所見と遺伝子知見の相関を解析し、そ

の遺伝子変化が卵巣上皮の癌化のどの関皆で出現し、またその発現変他と腫蕩の浸潤、転移がどう関連している

か検討する。

KeyWords卵巣癌， cDNAアレイ，遺伝子， Semiquantitative PCR， Immunohistochemistry 

研究項目 1:上皮性卵巣腫描における IGFm問帆.-bindi暗円。旬in(ぬ炉)の発現と予後因子としての有用性に関する

検討

緒言:

卵期豊喜脳哉より得られたpolyN聞Aを鋳型にして調製したプローブを用いて cDNAマイクロアレイを行い、

卵巣癌組織で過剰発現する遺伝子を網羅的に検索し、その過程で同定された遺伝子のひとつである、 IGF-II
凶NA-bindingprotein (IMP)に着目した。 IGFII凶NA-bindingprotein (IMP-l、-2、-3)は凶NAの安定性や

局在また蛋白への翻訳を言糊する櫛Eを有し、特に癌遺伝子「町Cの胡地と結合してその知見を士勘日させる機

能や細胞骨格蛋白 s-actinの凶阻と結合して細胞の運動能を充進させる櫛践介して，各種の癌腫の発生号漣

展に関与するとされている。そこで、本研究では上皮性卵期郵嘉における IMP副胤の発現を検索し、卵巣癌の

発生，進展に及ぼす役割やその臨床的意義について考察した。

対象と方法:

患者の同意の下に得られた卵巣胞麟邸前 59 例(覇空 46 例，境界期生 5 伊~，良性 8 例)と正常卵巣組織 7例を
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対象として、 Semi-quantitativePCR法により I即(I即ー1，-2， -3)凶胤知見レベルを検索し、臨床病理学的

因子との関連を検討した。また、卵巣以外の各種癌組織 7例も対象に加えた。

結果:

1. 各種癌組織における IMP凶胤の知見を擬すした。 I即ー1，2， 3はいずれも卵巣癌において知見すること

が確認された。卵巣癌を除く各種癌事邸哉においても，事l癌，肺癌，大腸癌，前立腺癌，牌臓癌において

各種IMPの発現が認められ， IMPが多種類の癌に発現していることが示された。

2. Semi -quanti tati ve P句法により，正常卵巣および卵期鵠における各IMP副阻の知見レベルを擬すし

た。 I即ーlの知見量は卵巣憲性瞳蕩および良性1重療において正常卵巣での知見量と比較して有意に高値

を示した(P<0.05)。一方， IMP-2およびIMP-3の発現量は卵県悪性腫蕩および境界悪性腫蕩において良

性腫療もしくは正常卵巣での発現量と比較して有意に高値を示した(P<0.05)。
3. 卵巣癌における IMP凶胤の知期犬況を臨床進行期別に櫛せした。 I即ーlの発現量は卵巣癌の進展に伴い

発現上昇L-(P=0.015)，一方， IMP-3の知見量は卵巣癌の進展に伴い知見低下していることが認められた

(P=0.016)。各I即の知見レベルと卵巣癌の組織学的分佑度との関連を解析すると， 1即ーlの錦見レベル

は，高分伽掘と比較して中，低分他腺癌において有意に高値となった(P=0.023)oIMP-2およびI即ー3
の発現レベルと分佑度と聞には有意な相関は認められなかった。

4. 卵巣癌における IMP凶NAの知見レベルと卵巣癌患者の臨床予後との関連を分析した。単変量解析では，

IMP-1の過乗仔醇見(P=0.040)は臨床進行期(P=0.005)とともに卵巣癌予後不良因子となった。しかし，こ

の2因子で多変量解析を行うと， IMP-1の有意差は失われ，臨床進行期のみが独立予後因子となった。

考察:

I即は卵巣腫療の割引じおよび進展に関連する那尉犬況を示し、卵巣癌の発生キ漣展に重要な役割を果たして

いるものと考えられた。
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研究項目s:上皮性卵巣癌におけるセリンプロテアーゼTADGー15の発現と予後因子としての有用性に関する検討

緒言:
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我々がクローニングした卵巣癌で過締慨を示すセリンプロテアーゼ遺伝子T曲G-15について、その発現と臨

床的因子との関連を明らかにすることを目的とした。

対象と方法:

患者の同意の下に得られた上皮性卵巣控訴邸哉89例(蝶液性腺癌39伊U，粉夜性腺癌19例，類内膜腺癌17例，
明細割賠14例)を対象として、 T血G-15蛋白の免疫組織他学的知見を検索し、 8emi-quantitative PCR法によ

りTADG-15耐NA発現レベルを検索し、臨床病理学的因子との関連を検討した。

結果:

TADCト15蛋白は9隙癌89例中50例にその知見が検出された。臨床進行期別にみると、早期櫨症例(1期:72.7%)
で進行癌症例(I1/II1/1V期:46.4%)と比較してより高頻度に発現が認められた (p= 0.0157)。組織型では

明細臨腺癌での発現がその繊能型と比較して高頻度であった (p= 0.0035)。生存分析(log-ranktest)では

TADG-15陽性例は陰性例と比較して有意に予後良好であった (p=0.0480)0 T，血G-15知見と患者年齢、組織分佑

度との有意な関連は認められなかった。また、 semi-quantitativePCR法により T血G-15の凶阻知見レベルを

検討した。 1nternalcontrol として ~-tubulin を用い、 target geneの発現量を評価した結果、正常卵巣と比

較して卵巣癌で過剰発現レベルが認められた。

考察:

T紛争15は早期卵巣癌症例において高頻度に知見が認めら九腫痩の進展とともに発現のdown-regulationが
おこることが示唆された。また、 T血G-15発1見は卵巣癌において良好な予後との関連があることが明らかとなっ

た。
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